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はじめに
土砂災害や地層処分における将来の地質
環境の予測・評価では，発生地域の地形を
大きく変える自然現象であるマスムーブメン
ト（斜面崩壊，地すべり，土石流など）や
断層変位の履歴を復元し長期的な地形の安
定性を評価することが重要である．我が国
の気候条件下においては樹木の生育が豊か
であるため，過去に発生した現象により堆
積物に埋没した樹木片やその炭化物などを
用いた放射性炭素（14C ）年代測定は履歴解
析には有効な手段である．昨今の14C 年代測
定では加速器質量分析計による同位体比測
定が主流となっているが，試料の洗浄過程
における化学的前処理にはいくつかの方法
があるため，既存文献のデータの収集・解
析を行うにあたって，前処理法や分析機関
が異なる年代測定結果の比較が可能である
かを検討することが必要となる．
そこで我々は，土砂堆積物の中から採取
した14C 年代測定法の上限に近い年代値を持
つ樹木試料を用いて，実験条件（化学的洗
浄法，洗浄処理者，同位体比測定者）を
様々に組み合わせて加速器質量分析法によ
る14C 年代測定を行い，化学的前処理法や分
析機関の違いが測定結果に与える影響を評
価した．

試料と実験
島根県津和野町とそれに隣接する山口市阿

東地区では，平成25（2013）年 7 月 28 日
の豪雨により多数の表層崩壊と土石流が発
生した．これらの土石流により河道の側壁
や河床が食され，平成25（2013）年よりも
古い土砂移動イベントによる土砂堆積物の
露頭が断続的に出現した渓流の露頭から，
土砂堆積と同時に埋没・枯死したと考えら
れる木片や炭質物8試料を採取した（図1，
表1）．これらのうち，D1～5の5試料はい
ずれも，直径が約5～20 cm程度の樹木の一
部で，層序が明確な3つの粘土質の湖成層内
で保存状態は比較的良好（いくつかは年輪
を確認できる程度）で，かつ十分量を採取
できた. 14C 年代が約4万5千年の試料は，化
学的洗浄法（酸-アルカリ-酸処理，セルロー
ス抽出），洗浄処理者や分析機関を様々に
組み合わせて，実験条件の違いによる影響
評価に用いた．その他3個の試料は，分析機
関の違いによる影響評価を行った（表2）．

測定結果
放射性炭素年代値が約2200年より若い試
料（3個）について，各分析機関の実験プロ
トコルに従っている限りにおいては年代値
のばらつきや不一致は測定誤差より小さい
（図2）．約4万5千年の試料（5個）につい
て，年代測定結果は実験要件によって測定
誤差（約 200～900年，約0.5～1.7%程度）
を超えたばらつきが見られる（約2100～
3500年，約5～8%程度）ものの，結果の加
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重平均値は試料採取した露頭層序とほぼ一
致する（図3）．年代値のばらつきは従来研
究と同等であった（例えば Reimer et al., 
2013, Radiocarbon, 55: 1869-1887）． 

したがって，特定の実験上の要素に起因す
る系統誤差の影響は小さいと考えられる．
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図 1　山口県・島根県境界付近の試料採取地点（a, b）とA谷の露頭層序観察図（c: D1-5)(b)のＡ, Ｂ, Ｅは試料を採取
した谷を示す．()の数値は標高．露頭層序観察図には今回用いた試料以外も記載されている．基図は国土地理院地図．  
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図3. 年代測定結果の比較（D1～5）：全測定結果. 加重平均に付けた誤差線は③⑦を除く測定値の分布
の標準偏差．

図2. 年代測定結果の比較. 誤差範囲は1σ（以下同様）.
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